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これがエネルギーのロスとなっているので '

R - R = エ、玉

（ロ
ERを小さくするには、電爾高小さくしなければならない.

（ハ
ここでは、変圧器でのエネルギー損失がないとした立式を行う.
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鼐讁諤郲''圡
変圧器2と変圧器I
変圧器Iでのエネルギー変換を式にすると
紫； = I V、

ここでIを小さくするには、こうた高くするように設定にすればよい.
（V.側の巻き数を増やすな



13回続き
* いいの補足

変圧器のエネルギー変換の式
I N。 = I ' V '

は、原理はおいといて、公式として使ってよい式となる。
高校範囲をこえてしまってると思います.

に）
変圧器Iのエネルギー変換の式より

p， = I K
変圧器2のエネルギー変換の式より

は 二 I は
抵抗Rでのエネルギー損失の式をたてると

R - R = I 2 R
3式より
IV， - IV2=ER
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（イ式 R - B = E R に代入して
R-R=（いがーープR
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変圧器Iでのエネルギー変換の式より
R - I V、

これよりV，を2倍にすると.IはI倍になる.
するとRでの消費電力の式、 PR=おRより
Iがで倍になると、PRは女倍になるとわかる.
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